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特別会計　予算
特別会計 予算額（対前年度比）

土地取得特別会計 39万6千円
（90.4％増）

国民健康保険特別会計 33億4,711万1千円
（0.2％減）

介護保険特別会計 30億2,107万7千円
（0.7％減）

後期高齢者医療特別会計 6億3,013万9千円
（0.3％増）

令和７年度　予算一般
会計 歳出 206億1,164万1千円 一般

会計 歳入 206億1,164万1千円

一
般
会
計　
歳
入

◆
自
主
財
源

　
歳
入
全
体
の
56
・
３
％
と
な
る

自
主
財
源
は
、
１
１
６
億
７
２
１

万
２
千
円（
前
年
度
比
11
億
９
，

３
６
４
万
円
増
）と
見
込
み
ま
し

た
。

　
町
税
は
個
人
町
民
税
や
固
定
資

産
税
の
増
加
に
よ
り
95
億
２
，
５

６
２
万
３
千
円（
前
年
度
比
16
億

６
３
３
万
６
千
円
増
）と
見
込
み

ま
し
た
。

◆
依
存
財
源

　
歳
入
全
体
の
43
・
７
％
と
な
る

依
存
財
源
は
、
90
億
４
４
２
万
９

千
円（
前
年
度
比
３
，
１
０
４
万

１
千
円
減
）と
見
込
み
ま
し
た
。

　
各
種
交
付
金
は
、
地
方
消
費
税

交
付
金
な
ど
の
増
に
よ
り
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
町
債
は
、

前
年
度
か
ら
７
億
３
，
４
２
０
万

円
減
の
12
億
８
，
４
３
０
万
円
を

借
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

◆
普
通
交
付
税

　
町
税
の
増
加
見
込
み
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税

は
不
交
付
と
な
る
見
込
み
で
す
。

一
般
会
計　
歳
出

◆
性
質
別
経
費

　
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的

経
費
は
、
１
０
２
億
８
，
４
３
９

万
５
千
円（
前
年
度
比
８
億
８
，

６
１
０
万
６
千
円
増
）を
計
上
し

ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
19
億
１
，
７

１
７
万
１
千
円（
前
年
度
比
10
億

５
，
７
６
２
万
７
千
円
減
）を
計

上
し
ま
し
た
。

　
物
件
費
、
補
助
費
な
ど
、
繰
出

金
な
ど
の
そ
の
他
の
経
費
は
、
84

億
１
，
０
０
７
万
５
千
円（
前
年

度
比
13
億
３
，
４
１
２
万
円
増
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

◆
目
的
別
経
費

　
歳
出
合
計
に
占
め
る
割
合
は
、

民
生
費
が
一
番
高
く
、
40
・
０
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
増
減
額
の
大

き
な
も
の
で
は
、
民
生
費
、
土
木

費
、
総
務
費
な
ど
が
増
額
と
な
り
、

教
育
費
な
ど
が
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
グ
ラ
フ
は
端
数
調
整
の
た
め
、

構
成
比
の
内
訳
と
合
計
が
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

下水道事業会計　予算
収益的収支 資本的収支

事業
収益 18億3,245万3千円 資本的

収入 7億214万9千円

事業
費用 16億3,937万8千円 資本的

支出 9億3,372万1千円

※資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金（収益的収支の
事業費用のうち現金の支出を必要としない減価償却費な
どの費用）などで補

ほ

填
てん

します。

令和７年度当初予算　　　（対前年度比）

一般会計 206億1,164万1千円（6.0％増）

特別会計 69億9,872万3千円（0.4％減）

下水道事業会計 25億7,309万9千円（4.8％増）

総額 301億8,346万3千円（4.3％増）

※下水道事業会計においては、収益的支出（事業
費用）と資本的支出の合計金額を表しています。

問 財政課　財政係　☎（232）2130

人件費
30億2,078万1千円
14.7%

人件費
30億2,078万1千円
14.7%

人件費
30億2,078万1千円
14.7%

扶助費
57億1,340万7千円 
27.7%

扶助費
57億1,340万7千円 
27.7%

扶助費
57億1,340万7千円 
27.7%

公債費
15億5,020万7千円
7.5%

公債費
15億5,020万7千円
7.5%

公債費
15億5,020万7千円
7.5%普通建設事業費

19億1,717万1千円
9.3%

普通建設事業費
19億1,717万1千円
9.3%

普通建設事業費
19億1,717万1千円
9.3%

物件費
43億8,667万7千円
21.3%

物件費
43億8,667万7千円
21.3%

物件費
43億8,667万7千円
21.3%

補助費など
27億3,064万8千円
13.2%

補助費など
27億3,064万8千円
13.2%

補助費など
27億3,064万8千円
13.2%

その他
12億9,275万円
6.3%

その他
12億9,275万円
6.3%

その他
12億9,275万円
6.3%

義務的経費
102億8,439万5千円
49.9%

義務的経費
102億8,439万5千円
49.9%

義務的経費
102億8,439万5千円
49.9%

投資的経費
19億1,717万1千円
9.3%

投資的経費
19億1,717万1千円
9.3%

投資的経費
19億1,717万1千円
9.3%

その他の経費
84億1,007万5千円

40.8%

その他の経費
84億1,007万5千円

40.8%

その他の経費
84億1,007万5千円

40.8%

分担金および負担金
1億6,492万8千円 
0.8%

分担金および負担金
1億6,492万8千円 
0.8%

分担金および負担金
1億6,492万8千円 
0.8%

繰入金
9億817万3千円
4.4%

繰入金
9億817万3千円
4.4%

繰入金
9億817万3千円
4.4%

県支出金
17億8,041万6千円
8.6%

県支出金
17億8,041万6千円
8.6%

県支出金
17億8,041万6千円
8.6%

町債
12億8,430万円 
6.2%

町債
12億8,430万円 
6.2%

町債
12億8,430万円 
6.2%

その他
16億3,986万3千円
8.0%

その他
16億3,986万3千円
8.0%

その他
16億3,986万3千円
8.0%

国庫支出金
40億8,472万2千円
19.8%

国庫支出金
40億8,472万2千円
19.8%

国庫支出金
40億8,472万2千円
19.8%

地方交付税
2億1,512万8千円
1.1%

地方交付税
2億1,512万8千円
1.1%

地方交付税
2億1,512万8千円
1.1%

その他
8億1,349万8千円
4.0%

その他
8億1,349万8千円
4.0%

その他
8億1,349万8千円
4.0%

使用料および手数料
1億9,499万円
0.9%

使用料および手数料
1億9,499万円
0.9%

使用料および手数料
1億9,499万円
0.9%

自主財源
116億721万2千円 
56.3%

自主財源
116億721万2千円 
56.3%

自主財源
116億721万2千円 
56.3%

依存財源
90億442万9千円 

43.7%

依存財源
90億442万9千円 

43.7%

依存財源
90億442万9千円 

43.7%

町税
95億2,562万3千円
46.2%

町税
95億2,562万3千円
46.2%

町税
95億2,562万3千円
46.2%

民生費
82億5,410万7千円 40.0％

公債費
15億5,020万7千円 7.5%

土木費
22億9,967万3千円 11.2%

教育費
27億4,179万2千円 13.3%

衛生費
16億25万7千円 7.8％

総務費 
25億2,779万3千円 12.3%

その他
16億3,781万2千円 7.9％

個人町民税
27億6,183万円 29.0％

町たばこ税
3億4,547万9千円 3.6％
軽自動車税
1億6,466万4千円 1.7％

法人町民税
6億2,594万6千円 6.6％

固定資産税
56億2,770万4千円 59.1％

用語の説明
●自主財源　町が自主的に調達できる財源。自主財源が多い

ほど町の行政活動の自主性と安定性が高い。町税や財産収
入など。
●依存財源　町が他の支援などにより調達する財源。国や県

から交付される補助金や町債など。
●義務的経費　支出が義務付けられていて、任意に減らせな

いお金（人件費、扶助費、公債費）。
●投資的経費　施設や道路など将来に残るものを造るために

支出されるお金。

町税の内訳目的別経費

兼
牽
献
献
献
献
献
献
献
験
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#04

#01

町民サービスの向上や業務の効率化に向けた施策町民サービスの向上や業務の効率化に向けた施策

成長しつづける町に向けた施策成長しつづける町に向けた施策

#02町民の生活を豊かにする施策町民の生活を豊かにする施策

#03町民の安全・安心に対する施策町民の安全・安心に対する施策

４
つ
の
重
点
施
策

令
和
７
年
度
予
算

「政策提言集」に係る事業

久保田台地まちづくり構想、地区公民館災害用
ポータブル蓄電池配布　など

政策提言集に掲げた事業を着実に実施
していきます。

交通渋滞対策

セミコン通勤バス（セミコン周辺企業従業員の
５％が利用）　など

国・県と連携して異次元のスピードと規
模で交通渋滞対策を進めます。

教育・保育施設の整備
武蔵ケ丘北小学校大規模改修、菊陽北小学校・菊
陽中学校教室不足対応、小学校ＬＥＤ化、武蔵ケ
丘中学校体育館断熱改修 ▶５億６千万円
なかよし園建替基本設計　など

良好な教育・保育環境の整備を進めてい
きます。

将来像を見据えたまちづくり
（仮称）原水駅周辺土地区画整理事業、将来ビジョ
ン具体化検討、ＪＲ新駅整備 ▶２億５千万円

今後、町が成長しつづけるよう、計画的
に実施していきます。

行政事務のデジタル化
アナログ規制の点検・見直し、母子手帳アプリ、
入札参加資格申請システム、国のシステム標準化
対応　など ▶２億２千万円

生活環境改善

帯状疱疹ワクチン接種助成、証明書コンビニ交付
支援　など

今後も町民サービスの向上につながる事
業を積極的に実施していきます。

町民サービス向上

地区道路・公園維持管理強化（地区要望対応）
 ▶１億５千万円
中代団地改修 ▶２億６千万円

今後も、地域の状況や要望などに対して、
町ができることにしっかりと取り組ん
でいきます。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
当
初
予
算
の
規
模
と
し

て
初
め
て
２
０
０
億
円
を
超
え
、

過
去
最
高
の
予
算
額
と
な
り
ま
し

た
。
企
業
の
進
出
な
ど
に
よ
る
税

収
増
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
効

果
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
「
成
長
し
つ
づ
け
る

町
。」
と
し
て
、
住
み
心
地
が
良

く
、
発
展
が
続
く
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、「
成
長
し

つ
づ
け
る
町
に
向
け
た
施
策
」、

「
町
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
施

策
」、「
町
民
の
安
全
・
安
心
に
対

す
る
施
策
」、「
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た

施
策
」
の
４
つ
を
重
点
施
策
と
位

置
づ
け
ま
し
た
。

　
町
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

る
交
通
渋
滞
対
策
や
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
時
代
の
菊
陽
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
子
育
て
政

策
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
菊

陽
町
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
高
齢

者
の
皆
さ
ま
に
「
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
菊
陽

町
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
菊
陽
町
は
、
大
き
な
環

境
変
化
の
中
に
あ
り
、
非
常
に
多

く
の
事
業
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
菊
陽
町

が
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

� 町長から町民の皆さまへ

菊陽町長　𠮷本 孝寿

学校給食費、保
育所・幼稚園副
食費無償化
 ▶３億６千万円

道路整備（国補助
に係る令和６年度
前倒し補正（令和
７年度実施）分含
む）
 ▶22億９千万円

消防団活動・地域防災力強化
消防団作業服配布（１年前倒し配布）、活動用Ｔ
シャツ配布、防火水槽設置工事、消防施設整備費
補助　など ▶１億円

地下水涵養および浸水被害防止
新町井手調整池用地購入 ▶５千万円
水田湛水事業、水稲作付けの維持・拡大

町民の安全・安心につながる施策もしっ
かりと強化します。

町民の皆さんが安心できるよう、さまざ
まな地下水保全対策および災害防止対策
に取り組んでいきます。

高齢者が健康で安心・充実した
生活を送るための施策

高齢者世帯への防災行政無線戸別受信機無償貸与、
家族介護用品助成事業拡大、多世代交流事業、さ
んふれあ温泉無料入浴、健康長寿プロジェクト

（ＴＳＭＣ慈善財団・熊本大学連携）、買物支援事
業の拡大　など ▶９千万円

さまざまな高齢者支援を展開し、高齢者
が住んで良かったと思える菊陽町を目
指します。

生涯学習の推進
東部町民センター改修設計、西部町民センター大
規模改修 ▶２億５千万円
アーバンスポーツ施設などの令和８年４月開設に
向けたイベント開催 ▶３千万円

新しい施設が町の新たな観光・にぎわい
の拠点となるよう、アーバンスポーツの
機運醸成に向けて、県とも連携しながら
進めていきます。

合併70周年記念事業

合併70周年が町として盛り上がってい
くよう、各種イベントを進めていきます。

記念式典、各種イベント連携　など
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